
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能海寛生誕 150 年記念企画展 

『能海寛の目指した世界平和』 

能海 寛 略歴 

 能海寛 法名法流。 石峰と号す。明治元年５月１８日島根

県浜田市金城町長田（当時は東谷村）浄蓮寺に生まれる。１２

歳で得度し、慶応義塾と哲学館に学ぶ。恩師南條文雄師の意思

を継ぎチベット探検の論文『世界に於ける佛教徒』を発表する

と共に語学の研究と山岳登山による体力の練磨をなす。郷里に

あっては地方史を編纂して和歌を詠み、益田沖の高島にて寺小

屋を開設する。哲学者、探検家、宗教家として釈迦直伝の大蔵

経の経典を求め英訳経典世に出す目的で当時鎖国中であった

チベットへ求道のため身を挺し仏教巡礼探検を実践した功績

は偉大で有言実行と用意周到さは後世に幾多の教訓を残す。そ

の苦難の３４年の生涯に「般若心経」西蔵文直訳（梵・蔵・漢・

英）など四巻が著書として永遠に伝う。 

 

浜田市金城歴史民俗資料館 

会 期 平成 30年 5月 1日(火)～平成 31年 3月 31日(日) 

開館日 土・日曜日 am9:00―pm5:00 

 入館料 2館共通(大人 300円、中学生 100円、小学生 60円) 

     団体割引 25名以上(休館日の見学を希望される団体

は、事前予約願います。 ☎090-4697-2818 

) 

      

能海 寛師 

のうみ ゆたか 

 

 

  

 

 

『新仏教徒』   『世界に於ける仏教徒』   『能海寛遺稿』 

四川省の「草鞋」         「滅十罪経」経典 

「護照」(旅券・ビザ) 



能海寛生誕 150 年記念特別企画展 

『能海寛の目指した世界平和』 
 

浜田市金城歴史民俗資料館 浜田市金城町波佐イ 438-1 

会期：平成３０年５月１日～３１年３月３１日  開館日：土・日曜日 

 

能海寛は生涯を通して「新仏教徒運動」の提唱と「宗教学」の確立に尽力した。能海は過去の歴史を

検証して、世界では宗教戦争が絶えない事象を挙げて唯一、戦争の無い、「仏教」こそが、世界平和に繋

がると確信した。そのためには、仏教のバイブルとなる経典を世に出すことが必要と考え世界の共通語

である英語で経典をつくることを考えた。 

ところが、玄奘三蔵は、7世紀(645)に天竺より仏典 675部を西安へ持ち帰り翻訳した。しかし、サン 

スクリット語を漢字に置き換えた漢訳経典では文意が伝わらない。中国では、原典であるサンスクリッ

ト経典が既に存在しないため、自らが釈迦直伝のサンスクリット経典を入手して、英訳経典を世に出そ

うとチベット探検に取り組んだ。 

11年の歳月を費やして用意周到に国内で、サンスクリット語、チベット語、英語、中国語をマスター

した。そして、自からは、チベット探検行の企画・立案をして、東本願寺へ仏教探検の派遣申請を行っ

た。その間において、英文会の設置、経緯同盟会の組織、土曜会の推進、降誕会の設置なども推進した。 

哲学館在学中に、「純正哲学自解」を書き上げ、卒業後は、「世界に於ける仏教徒」を自費出版して、

新仏教徒運動とチベット仏教探検の必要を提唱した。 

世界 5 億の仏教徒を束ね、仏教の聖地・天竺で世界宗教会議所の設置と英訳経典を出し「一統宗教」 

を目指して行動を起こした。 

能海は、チベットから無事帰国した暁には、小・中・高・一貫の全寮制の仏教学校の設置を計画して

いた。中国・雲南省の奥地で、若干３３歳の若さで不帰の人となった。 

※ 生誕 150年の今日、今なお斬新な哲学・思想が脈々と生き続けている。 

 

能海寛愛用の印鑑類 



 

 

能海寛は明治 19 年 10 月 23 日に京都・普通教校西寮において、学友 13 名で、互いの将来の宿望を

語り合った。その際、寛は、チベット探検を公言して友人らを驚かせた。この時の様子を友人の蚊野遷

次郎が書き上げた文書が残っている。 



 

英文会(Ｅ.Ｃ.Ｓ)は、新仏教徒運動の原点と位置づけられる活動であった。 

 

 

哲学館では、明治 24年１月から 26年７月まで学んだ。卒業写真は、小石川植物園前で撮られた。 



 

能海寛は、明治 22年から 32年１月まで『春秋日記』として書き続けた。 

 

『世界に於ける仏教徒』(M26刊)は、当初、新仏教徒論として発表の予定であった。 



 

能海寛は多岐にわたって仏教の支援活動を実践した。 

 

 

中国・四川省重慶領事館での記念写真が能海寛の最後の写真となった。 



 

能海寛の将来品の仏典・仏具・帽子(赤帽) 

 


